
平成２３年１２月１６日
原子力災害対策本部

「原子力被災者への対応に関する当面の取組のロードマップ」の進捗状況のポイント
今般発表分の主な進捗内容（１１月中旬～１２月中旬の進捗）

避難者への支援
（一時立入りの実施）

本格的な除染に
向けた取組

・警戒区域内への二巡目の一時立入りについては、住民の方々の要望を踏まえ、従来
のバス方式と併せてマイカー方式による立入りを実施し １２月４日に終了した

・警戒区域や計画的避難区域等に指定されている１２市町村において、様々な条件で
の除染を面的に行う除染モデル実証事業を実施中 １１月１８日以降 実施区域等

特定避難勧奨地点
の設定

のバス方式と併せてマイカ 方式による立入りを実施し、１２月４日に終了した。
※二巡目の一時立入りの実績（９月１９日～１２月４日）
２１，２６７世帯（うちマイカーによる立入世帯数：２０，２１１世帯）

・１２月７日からは、一巡目の際に持ち出すことができなかった方や、２台目を持ち
出したい方からの要望に対応するため、二巡目の車両持ち出しを実施中（１２月１
５日時点で、３９６世帯、３７７台の持ち出しを実施。年内めどで終了予定）。

の除染を面的に行う除染モデル実証事業を実施中。１１月１８日以降、実施区域等
の調整が整った、大熊町、田村町、川内村、葛尾村、富岡町、川俣町、楢葉町（１
２月１５日時点）において順次作業を開始。

＜主な実施項目＞
・除染技術による除染効果・費用・除去物の種類と発生量の確認（新技術の開発
については、別途実証実験を実施しているところ）

・作業者の被ばく線量と作業所要時間の確認
・安全な仮置き方法、モニタリング方法の確認

【除染モデル実証事業で適用する除染技術の例】
・ １１月２５日に、特定避難勧奨地点について、伊達市内で１３地点（１５世帯）を
追加指定（計１１７地点（１２８世帯））、南相馬市内で２０地点（２２世帯）を
追加指定（計１４２地点（１５３世帯））した

長期的な健康管理

高圧洗浄 芝生の除染 剥離剤

・来年１月以降に環境省の直轄事業として開始される本格的な除染活動の拠点となる
楢葉町、富岡町、浪江町、飯舘村の役場の除染などを自衛隊が環境省等の協力を得

始 た（１２ ７ ）

追加指定（計１４２地点（１５３世帯））した。

地域活力の再生・復興
策の検討

・「県民健康管理調査」の先行調査地域（川俣町（山木屋地区）、浪江町、飯舘村）の
住民の方うち、１，５８９名（放射線業務従事者を除く）の事故後４ヶ月間の推計累
積外部被ばく線量は、１ミリシーベルト未満が６２．８％、５ミリシーベルト未満が
９７．４％、１０ミリシーベルト未満が９９．７％であり、最大が１４．５ミリシー
ベルトであった。

原子力被災者への賠償

飯舘村役場における側溝の汚泥除去 浪江町役場における側溝の汚泥除去 富岡町役場における玉砂利除去

【自衛隊による除染活動の様子】

て、開始した（１２月７日）。

・自主的避難者及び滞在者に係る損害について、原子力損害賠償紛争審査会が、中立、
公正な立場から検討し、事故との相当因果関係が認められる損害の範囲や損害額の目
安を示した指針（中間指針追補）を策定（１２月６日）。

策の検討

・１２月７日に、規制・手続の特例、税・財政・金融上の支援をワンストップで講じ
る東日本大震災復興特別区域法が成立。

・１２月９日に、復興庁設置法が成立。来年３月１１日までに設置することとした。


